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民間説話と場所のセンス

一兵庫県の蛇聾入・苧環型を事例に-

， .場所のセンスとフォーク口ア
人聞が環境を読み解くときに発揮する能力、

ここではこの力を「場所のセンスjと呼ぶ 110

たとえば、個人が部屋の中の家具をどう配置

するか、あるいは自身の土地にどのような建

築物をどのような場所に建造するのか。人々

がどのような場所にどのような形態の集落を

あるいは都市を計画し形成するのか。これら

人々の行為は特定の環境を眼前に、それらを

読み解くことからはじまる。そして人々は安

息の場を獲得するのである O

ところが私たちは、普段この「場所のセン

スjを意識することはあまりない。なぜなら

あまりにも常に、私たちはこの「場所のセン

スjで倉IJり上げた、私たちの場所に接してい

るからである。しかし何らかの出来事を機に

この場所を失ったとき、「場所のセンスjが日

常のありふれたものでありながら、いかに重

要な感覚であったかが分かるだろう O 自分の

場所が回復できない場合、自身の回復も不可

能なケースさえあるのだから O

異なる文化の場所を訪ねたときも、私たち

はこのセンスに気づくことがある O 異なる文

化を持つ人の家を訪問したときでも、異なる

文化を持つ人々の集落や都市を訪ねたときで

もO もしそこにある種の違和感を感じたので

あれば、それがそうなのだ。そこでやっと私
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ンスJの背景には、このように今まで先祖が
蓄積してきた生活様式や行動様式の体系、自

然環境に対する適応の体系、あるいは観念体

系、象徴体系としての文化 2)がある O

ここではその「場所のセンスjの背景にあ

るもののーっとして、フォークロアを考えて

みる O なぜならフォークロアには、地域の自

然環境と密接に関わった人々の生活様式や行

動様式、観念体系や象徴体系が豊富につまっ

ているからである。そのフォークロアをテキ

ストとした「場所のセンスJとはどのような
ものだったのだろう O

2.民間説話の分類

フォークロアのなかでもここでは民間説話

をとりあげる。民間説話とは民間に口頭で語

り伝えられている神話・伝説・昔話などをい

うO これら説話に共通する特徴は、①話に類

似性がある、②伝承性がある、③文芸性があ

る、④同じ話が特定の地域だけでなく複数の

地域で発見される、などがあげられる O

異なる点は第 l表のようにまとめることが

出来る O これら三者の成立関係や先後関係に

関しては民俗学においても重要な問題である O

たとえば、柳田国男は「伝説・昔話は神話の

零落であり、それぞれに展開したつと考え

たO つまり神話が先にあって、それが権力や

たちは、白文化の
第 1表神話・伝説・昔話の特性

「場所のセンスJ
で異文化の場所を

無意識に読み解い

ていることに気が

及ぶのである O 私

たちの「場所のセ

神話

伝説

昔話

話の内容

神々が中心

妖怪が中心

人聞が中心

当事者の態度

疑ってはならない

真実性を主張

フィクションとして
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機 能 時間 場所 人物

権力 太古 特定 特定

歴史 特定 特定 特定

娯け楽・教訓・しつ ある時 あるところ ある人



1ltfi[Jを尖い零落したのがいliltや片話というこ

とになる円この衣でいえば神々は妖作へと零

落し、ついには話題の中心からも外れてしま

うけ疑ってはならない神々は、人々がT:1d半
疑のなか本斗を主張しなければならない作在

となり、ついには虚構へと J さらに'Lきた権
力は歴史となり、以来や教訓|へと()これが柳

IJIの考え }jであるけしかし必ずしもそうでな

い場合もある u 悩川見は「伝，j~í .日二liRは十111，活
{ぷ;f~と~Fr;-岐にかかわりながら、それぞれの独

r--I の忠惣・主題のうちにイバf~ し、付I ， llî の派生

・分化とするのは、 -種の進化 L義リと批

判するり

このように、これら-:{';-の関係はi亡俗"'f:に

おいても難しい問題をJjJ.んでいるのだが、こ

れはあくまでも{開先行の側の分知であるにす

ぎないり民間説iiIRは基本的にはある特定の場

所にイ主む人々が語りいえてきた r1見請で、あるけ

つまりそれを語る人々である、11宇t-が民間説
日，fiの所イ1・f'i-なのである"その、竹下t-とそれぞ
れの此II¥J日比品との関係をぬきにするのであれ

ば、そこに「場}ijfのセンスjはありえないu

なぜ、なら彼らの[場所のセンスJを代11¥1，託話
に見いだそうとしているのだから〉

弁事{';-という}.¥からいえば、神話は疑って

はならない真理であるけそもそもこの124理を

説話と考える巧事-ft-はいないけ伝説で、も、11事

者は真実ttを主張するけこのニュアンスは微

妙だが、ょうするに、熱心に点実性を L張し
なければならないのは、信じない人もわうにい

るということだろう u 昔話はあたまから誰も

イえじていなし 30 この点からいえば、勺 'JJt;.・に
とってこれら説話群には、「本、liのぷ」と「う

その話j といったれ皮の[)<~別しかないわけだわ

この以別は私たちの所イiするliAにもJili川するり
なぜなら広たちも私たちの}9fイする l訴の、号事

者だからである什こう考えると、民俗学若や

文化人類学者の民間説話のiベ別は研究去の独
りよがりに見えてくる。ところが逆に与える

こともlH来る。それは私たちの所有する「本

、 li の話j も、第-~ {';-から見ればt1t，i古ゃい，;5iか

もしれないという思考の逆'Iu;である υ しかも

「うその，l ，~-J と JI:'i;~' に似通っているりとすれ

ば、ある，立l床で本、liとうそのlベ別それ1'1体が

非常にあやういものだということも(，

こういった認l戒を前提に与-えてみれば、 fl，

たちの文化も神話 (1<) であり、それに )I~づ:it' た

場所づくりも忠構の九象化だったのかもしれ

なし¥)I坊}iji-のセンスj とはこの辺りを微妙に

浮遊する 11に見えない無怠I識の感覚なのだろ

う"興 1 I，fょ j架いことに i己間 r~}í Jî は、私たちから
見たら)nJtfJm:袷な，;}i，活であっても、、[iI jf-{';-に

とっては本、ljであったりうそであったりする、

そういった人々の恢なl哉の態度をIリj慌にぶす

フォーク口アなのである。、JiI ji. {';ーにははえな

い「場所ーのセンス lが、そこにはいだせるか

もしれなし、 fl，たちのそれもそこからまれ推す
ることができるかもしれないのであるい

3 .無意識のシンボリズム

神話と， iえばw-界を創造した十Itl々の I活が、
Ú~r;見と 1 iえば川市やj毎.t)jj:_など、 lhilqと 1iえ

ば桃太郎やaH白太郎の円険を思し'!Hす人も多

いだろうけ全く別々の種類の l訴と忠われるか

も矢口れないが、先にも述べたように 1~1i~'''f:や

文化人組学ではこれらは密岐に関連しあって

いると考える() I;'-J ぷにこれら-~{fに通成する

シンボリズムを見いだそうとするう〉野もある。

宇市全体の存紅にも根本的に関連する、自

然や人日Ijの起源という全くの，ijfについて、 ik

*人々は様々なモデルを無，む JI誌の力によって

1i?:ぶしてきたりこのような IH:界創造十lfiぷには

次のようなシンボルが見いだされる内たとえ

ば「ウロボロスj というシンボルがある υ こ

のシンボルは多くの場合、 n分の尼をかむ蛇
ない Lは龍の姿で、ぶされ、未分化なもの、全

体性、 Mì源的統 \l~ 己充足を象徴する什ウ

ロボロスは白分で1'1分を生みiHし、結納させ、

妊娠させ殺すり 11[-代ギリシアの地l文!では未知i

の領域として四隅に描かれ、仏教やヒンドゥ
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'-fえでは市~ìillの輸を象徴する j民水辺、fl(でも

I'Ll附にii什(1':する1111として liji花が牧場すること

はよく illられている 人制はこのような未知l

のiI述にIt'I:r(IIすると、いつも ui似する十IllriS!'I0な
シシボ Jしを未知|のi;u.M:にJ立与lしてきた、

!IJ: 界有IJ.Ì~ に WJ するシンボルは他にもある
たとえば，]ηii 'I~II (アクシス・ムンデイー)の

シンボルとして、ケfii樹、 III:'#!II、世界のれ、

村~J.!ft 、糸、i!liJ 間などもあげられる【下'!Ìi樹や

111:界!IJ、十i:はかつては)(と j也がつながってい

た名伐として 1111Iil~- に任j訪することが多い ，]ぐ

'!IifM "からは付lの矢1I}.i.I:を、IH.-界山あるいは下

'!I iのれを校れば付lのIlJJ1 j与を{!Jることカ汁1¥*た

のである 紡J.!f[は Jj:巾の fhl-l~1j'f動を象徴し、

糸は1111によって紡ぎt法られるj主命・統-. t手

続として、，]-: '!I jを*ね，]ゲ!Iiを織りなすものの

シンボ Jしとなる可 illiJf:口もまた Ilt界の111心の

シンボルである iH符は!IIの-i}ljとして、ま

た1汁ij ~illl としての山の象徴的立味をも ff む

また十111舶の行われるJg)析をも象徴するけ 十111

a1Yとは1111~ tlll あるいは十111と人との結納をぷ11ょ
する ウ117ド¥1スはここにも|引わる ユング

がIf(安な象徴としてj7えたj:収合術においても
神的は市安なシンボ、ルである 異質なものIliJ

1:のもijfr は新たな物吹を '1:- み 11 11 すという十11は:t~

の/:;i:r味は、化';::万l検へと川主紋がれる 化7:

'j~ ，1検がまだ~~tllのi;fiJ&であった頃、ここでも

IJ nボ口スがその IRT(なものの結合二十111焔|

を象徴したのである
111

j京";~心 Jljl'，/:ではこうい〆 J た人 II\J の深!付心 J'H

に共通するシシボルが、IH.-W， II I の神 lilt ゃい，i~~ 、

J11二IiAーなど1( 11¥j I;~{ III~- に J!lf; むJ1 ;'í~ にあらわれると号

えた 此11¥jI;~~ ril~' はこのような ??j国的な安ぷも

JS:っている それが文化ぞ11げにや民政を 1也え
て校J5;jーするわけである ;大にこれらシンボル

が投与lされた 11本の民1I¥jI;~UI~- をながめてみよ

4. I蛇笠入・苧環型」のシンボリズム
;大にあげるi亡!l¥]，;R.filiは兵}Ij，:UI~- た hlHj"小代で

t~長1tされた ii二 lilî で、ある

J11ある11与ぃ、まんようさ乙 11，fえにねとる娘

のとけえりjカ{;111うてくるだそうな l 組Ti;あが

見ると大うけな ~rlとがドテンドテンと厩!七敷の

とこうあカTるでえ、娘ぇ「おliijぇわりゃあj吃

し】 11M えかけられて、いかな I~t もいかな II免も蛇

が米るだあなえかいや|いうと、娘ぁ蛇だと

は矢11らんで|そぎぺJ えなことういうてくれな

ええリJ;/){米よるだにIいうて悠るだそうな t

/:):測が|そぎべJ え)院が l'jちぺJ あ、 JI'ぃ長ぇ i之

ぇ糸うつけて、その3↑いたぶさえ中ljうててみ
しリって教えただそうな f その伐うさ、娘あ

いわれたようにして、あけの1:01ま起きてほ測

といっしょぇ糸ぅ伝うて行くとう、 !l!奥の大

うけな山の火ぇ人ってくじむいとるだって、

そしてえ、[:j:測らしいyljで「わりべJ あな、人

のいうことう InJかんと、人IHJにIlMえかけて、

こんなこてえなって命し、おとすだわいやJい
うと「うらあ、うんのitTベJのうなっても、 r 
どもうじようさんやませとるで、命ペJあおし

ゅなえ|いう /:):測が「そぎベJ えなことうい

うだけど、人11¥jちゅうもんは不IJ.rりなで、 ソj

にべJ あ桃 ?I円えのむし、 II~) jにゃあショウブ?!IY，

九 )J にベJ あ~~ ?j1li飲むで、われが fはみんな溶

けて山てしまうわいや|って rIうて聞かせよ

るで!こりゃあええことう Ill-Jし Eた|思って、

民ってその通りいしたら1pJのこたあなかった

げな それからあ、おなごあみんな節供のお

みさ l¥ fi欠むだとや II 第 ~3 1<.の;)) 

この JIll1a を 1I 本l亡俗学は「此 111 人・ 'jef 環)f;~!J 
と分担'iしている l、 小環とはがjしユだ1#糸をを

いて I，~にしたものである{ それにJIーをつけて

伎やってくるリjに付け IE体を失11るliltliltをこの

ようにうtrtiしている J 糸のシンボリズムは先

に述べたが、本目的な象徴的立l味はイr!1介者で

ある 糸はこの111:とあのtttのイj-イc?;'を結びつ
ける 741TなrltJj{i-をネlljびつけるには糸を辿っ

ていかねばならないけ一日本のこのfi二話レヴ
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ェルにおいて 第2表 兵庫県の「蛇聾入・苧環型J伝説一覧

は蛇と人間の

娘だが、神話 11

レヴェルにお

いては神=ウ

来紡男の纏家

沼谷の沼

ロボロスと人間の娘の神婚ということになる O

そして糸の行き着く先は山奥の岩穴、ょうす

るに洞窟である O 先のシンボリズムでいえば

世界山、宇宙の軸を意味し、多くの神話では

そこには神がしEるO 神によって選ばれた私た

ちの代表は、そこへ登り神の助言を得ること

が出来るわけだ。ここでは立ち聞きという形
14，

で描写されるがこれがその助言だろう O その

証拠にここで立ち聞きした話が、節供の儀礼

の由来となっている O

ところで先の民間説話の三者の関係を思い

起こすのであれば、日本にもこのような神話

がありそれが権力と結びついていたことにな

る。『古事記Jの崇神記の三輪山説話は次のよ
うな内容である o Iイクタマヨリピメのもとに
男が毎夜訪れ、ヒメは妊娠する。怪しんだ父

母が尋ねると、娘は姓名も知らぬ男が通うこ

とを告げる O 父母は男の素性を知ろうと、赤

土を床の前に散らし、紡いだ麻糸を針に通し

て男の衣の裾に刺せと娘に教える O 夜明けに

見ると、糸は戸の鈎穴を通り出て三輪神社に

至っており、男の正体は三輪の神と知れる O

この神婚によって生まれた子どもの商がオホ

タタネコである lつ蛇体の神は大物主神、イ

クタマヨリピメは大物主神の妻、オホタタネ

コはその子であり 三輪君の祖である。そのオ

ホタタネコが崇神天皇の下、三輪山の神を祭

ることで疫病がおさまる O 紀によるとその後

崇神天皇は四道に将軍を遣わし初めて日本を

支配した「ハックニシラスJ天皇となる 1和 O

これを素直に解釈するのであれば、初めて国

土を支配した最初の王が先の世界創造のシン

ボル群をわが国でも使っていたことになる。

まさに「ある国土への定住は世界創建に等し

ぃ17)Jのである O

5.真実と虚構の場所

私たちにと って二つの同じ虚構も、当事者

から見れば、神話は疑ってはならぬ真実であ

った。もちろん[dJじ話型の昔話と神話を並べ

て比較することはなかっただろう O とはいえ

先の柳田の「伝説・昔話は神話の零落であり、

それぞれに展開したjという説によれば、昔

話ももとは神話であった可能性が出てくるの

しかし真実と虚構とをになう両者の隔たりは

あまりにも速し、。跡を追うのであればその中

間に位置するものが欲しし、。それが伝説なの

である。

ところで伝説が昔話と大きく 違う のは、た

とえ同じ iii~ 塑でも人物や時代や場所が特定さ

れる点にある。この特定が虚構から貞.実へと

人々を誘う の兵庫県千種町の伝承を見てみよ

つ。

昔、小河内山の七本スギの大蛇が、右野辺

のキトラ家の娘に懸想し、夜毎若武者姿とな

って訪れた O これに気付いた母親お藤は、若

武者の正体を見届けるため、紡ぎためた麻糸

を針-に通し、娘に意を含めて、その ~I' を宕武

者のはかまに刺させた。翌朝その糸を頼りに

小河内川の測(蛇測)に行き、水底から聞こ

える会話によ って、若武者は大蛇で鉄の中毒

により死に瀕しており、娘は妊娠中で、もし

節供のショウブ酒(一説にカネ=鉄紫汁)を

飲まねば、何百の子が生まれることを知り、

急ぎその手当をすると、娘は数日後に 7タラ

イ半(一説に 8匹)の子を死産して果てた O

この母娘の墓は花藤の墓といい、キトラ家の

屋敷跡はお花屋敷と呼ぶ回である O なお、死

産した大蛇の子は、忠、佐護神社として祭り、

その霊を慰めている lヘ(第2表の 1) 
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第 1図 千種町岩野辺の「蛇聾入・苧環型」伝承図

T~'" 

実~~~~-r~'!- 千種町

第 2図 下縄町岩野辺の 2万5千分の l数値地図の 3D化凶

先のシンボル群が現実の景観へ投影された ってのように深くはない。忠佐護神社はかつ

のである。娘の家も蛇の棲家も立ち聞きした ては蛇測のそばにあったが、明治の洪水で現

場所も特定されているコまた肺jや墓、そして 在の所へ移動させている O

地名なども事実を主張するための証拠物とし 先の神話のシンボリズムや三輪山説話がこ

て伝承されているのこれらはこの伝説の伝承 こでも有効であるのなら、次のように考える

地においてまだ記憶されてさえいれば、地図

上で提示することができる。第 l図は伝承者

たちの記憶に基づいて作成したり小河内山と

いうのは小河内川周辺の山を漠然というらし

い。七本スギは植松山(第 2[-xI) にあると記

憶する伝承者もいた O 花藤の墓は圃場整備で

埋めてしまったというの蛇 ?~IJ は今もあるがか

ことが出来る。キトラ家の始祖がこの千種の

お野辺という未知の領域に侵入あるいは開拓

したとき、このシンボル群をテキストにこの

地域を支配した。ここでも人類は未知の領域

に接したとき同じシンボルを現実空間に投射

したのである O 異なる世界の異なるものがウ

ロボロスを介して神婚する事によって、新し
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が人々に1:r~えられる u 彼 第 3 図大屋町若杉の「蛇智人・苧環型j 伝承~J

らはこの白然環境をu艮前にそう見立てたわけ
である O つまり特別な山であり樹なのであるり

ところが第 2図の 3D化した地形図を見れば

分かるとおり、これらは王子野に孤立する山や

樹のように目立つ存在ではない。数ある山や

樹のなかからなぜ、これらが選ばれたのか。私

たちはこの民間説話を事実と思えない文化に

属しているため、このシンボル群が投影され

た場所や景観の意味を読み説くことが出来な

い。しかし地域支配に関わるのであるから、

ある時代のある特定の集団が共有した、場所

や景観の怠味を読みとる文法がここにあった

わけだ。

神話は時代を経て伝説へと変化した。蛇は

針の毒で死に、娘は蛇の子を死産しているの

また三輪山説話にはない、 I~刻」での儀礼の由

来の立ち聞きがここでは加わる O 第3図は大

屋町の伝承 1'11を図化したものである。ここで

もウロボロスは沼からやってくる(第2表)。

しかし第 4図の 3D化した景観図をみればそ

の谷を巻き込む山がある。この伝承では山は

語られないが、かつてはこの山が世界山だっ

たのだろう。このように最初は山に神がいた

のが伝説に零落することによって場所も測や

第 4図 大屋町若杉の 2万5下分の l数値地凶

の:3D化凶

泊へと零落したのであろうか。そうであれば

私たちの祖先は民間説話の内容と景観や場所

を対応させていたことになる。テキストが変

われば場所の配置も変化する。それを仲介し

たのが彼らの「場所のセンスjであったので

はないか。

6.兵庫県の「蛇聾入・苧環型j

神話が零落し伝説となり、そして昔話とな

った。この仮説がどこまで多くの民間説話に

も当てはまるのかは知らない。が、「蛇聾入・

-18 -
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第 3表 兵庫県の「蛇聾入・ 苧環型」昔話一覧

No 伝承地 蛇の纏. 娘の家 解決 骨量 ヰL

1 村岡町長板 洞穴/山 長者 母の助言 桃酒・菖清酒・菊酒

2 村岡町川上 岩穴 娘 親の助言 桃酒・菖清酒・菊酒

3 村岡町熊j皮 娘 織の機転

4 美方町小代 山 娘 節句の御神酒

5 美方町小代 岩穴/山 娘 母の助雷 桃酒・菖車種漕・菊酒

6 美方町小代 娘 母の助言

7 美方町秋岡 洞穴/山 娘

8 美方町新. 告穴/山 娘 続の助言 節句酒

9 大屋町機行 ;也 鋼皇 母の機転 銚酒.a章者酒
10 大屋町粟ノ下 宕康 娘 母の助言

11 大屋町筏

12 栂保郡 淵 長者 乳母の助言 菖蒲湯

13 家島町奥浦 国 娘 母の助曾 a蒲湯と酋薄着酒

14 家島町坊努 穴/山 娘 母の機転 菖蒲湯

15 北淡町野島 池/山 娘 母の助言 .蒲と蓬と茅の湯

苧環型」がもっともうまくこの仮説を受け止

める民間説話であるといわれている肝。第3

表は兵庫県で伝承されている「蛇筆入・苧環

型Jの昔話の 一覧であるーい。この仮説が正し

いのであれば、この昔話の多くが神話であっ

た可能性が出てくる。つまりフィクションが

真実であった可能性が。第5図はこの伝説、

昔話をあわせた分布図である。もはや神話は

伝承されていなし九伝説も二つしかなし、。民

間説話の分布図は、伝承があることは証明で

きてもないことは証明できなしL その他の地

域で聞き取り調資を行えば、いくらでも出て

話型 来肪男

苧環・立ち聞き型 長者の若

苧E軍・立ち聞き型 侍

退治・たらい子型 冷たい男

立ち聞き型

苧環・立ち聞き型 幾男

~環型 男

苧環・立ち聞き型 男

苧11'立ち聞き型 美男

~1I'立ち聞き型 .男

i':S環・立ち聞き型 集男

苧環裂

たらい子型 侍

苧11・たらい子型

苧たら環い・立子ち型聞き・

~環・たらい子型 侍

13 

ω'f!t 
14 

教 自11

女lま山で寝てはならない

女はおはぐろを塗る

女の子のしつけ

女の子のしつけ

15/¥ 

・…..(・ーは.3に"応 I ，J 

己…伝儀(・ーは寝2に"応 "/

O 

② 

第5図 兵庫県の「蛇聾入・苧環型」分布図

くる可能性もあるのだから。ここでは兵庫県

の分布図しか示 していないが、西の鳥取県や

岡山県にも束の京都府にも同様の伝承が多く

残されている O このように見るとある時期こ

の「場所のセンスJのテキストがあちこちで
使われたということになる O

先に伝説は時代も特定するといったが、岩

野辺の開拓時期とキトラ家の関係は判然とし

なし、。ただ岩野辺には金屋子神が高天が原よ

り降りてきたという伝承"がある O 金屋子神

とはタタラの神である O この伝承によりこの

地はタタラ発祥の地ともいわれている O 実は

三輪山の麓にも金屋という地名がある O この

ことから、この三輪山説話をタタラ集団の所

有とする説もある 山。 『播磨風土記Jにもこの

地で鉄生産が実施されていたことを示す記事

24があり、 8世紀にはこの地がタタラの生産

-19 -



地として開拓されていた可能↑生があるけこの

伝説はタタラ集卜t]がこの地を|羽1:fiしたときに
使った十lt，誌だったのかもしれない(

関連はまだあるりむ~!f辺小 illJ から 7 111:紀後

、t'-.と考えられるなi忠器がtH士している点であ
る F 口 i輪UJ説liA-で、語られるオホタタネコは

わず内の|匂村から米たとされているりそのこと

からこの「苧環刷Jの伝/兵が須忠器製造に関
わる集同の始祖伝示で、なないかとする I;~~ もあ

る十〕先の崇神パ阜は 1fH:紀から 5ttそ紀の大
手11の王権の長とされている 27什，it!.紀の l記述で

はある，むl味で色あせた初II，itiとなっている 2Xこ

とから、 7~吐紀にはこの神話は特権をすでに

失い、地}jへと受け波されていったのかもし

れないりその痕跡を干柿I!I]"に見いだせないかυ

もう ・つのい I;~~、大Ji;:1町のものはかなり原

刷を失っている υ リjが娘の家にj凶うのではな

く、娘が龍のもとへと通うのであるしかし

糸でその怯家を探し当てるのは/Jl"jじである{

このタイプのぷは紀伊、!'--向でよく聞く 娘は

糸引き娘で小JIIIという家にf点われている 問

き取り，i制作によると、この小 'tlll という家は h~:

Uを糸!社とし山リi:If;:である 怜U)tーであるこ
とは同じであるけこのように本務しつつも十ItJ

1訴をにおわせる数多くの安主を残している J

このようにい I;~~ は u刊にもあるれ皮特定で、き

るため、どのfj，):代の「場企庁fのセンスJのテキ
ストであったかカ心憶測できるけ 11，イににはこの

テキストが兵!取り11 にら~1* してきていたと，-î え

るのかもしれない。そして日二 liIR はその :}k~.事で

あるとけ

7 .おわりに

本来1'1然の側にある山や樹、 ?1'Ij窟や測とい

った風;止に意味を見いだすには、 文jυ法j去;が必必、安要: 
である (υJ その丈jリ法j去;によつて f日土~It然木の様々 な特↑fゾ
は解読され私たちの丈化の側へと取り j込主まれ

る(り)そしてその文j法去を人々 カがfリ)共七イ布j晶することに

よつて志意:r味床がf七伝iぷ;達される(け)その丈法を失知知1Iらな
い名苫a にとつては、それら記号昨はすべてがJ!!~

意味で、虚構に思えるけ l亡/IIJI;~t話が荒jItf 無枯

なしろものとされるのは、在、たちがその文法

を共布していないからである、しかし当字t.
にとってはいかに if(史;であったか、それを l認

識すべきであろう l) と同時にその丈j去を解lift

しない|浪り彼らの[場所のセンスJも見いだ
せないこともい

ここではその文法の」例としてi亡問説liltを

あげたけいわゆるフィクションとされる物lilt

をυ 私たちだって、フィクションを文iLにノ?
を'1:.きているのかもしれないりそして丈イヒ;if

観を造り続けているのかもしれないのだり

付記

本fiJI究には、|勺戊 9 . 10年度文部省干l?研究費補
助金(焚!助研究 A)11己間II見Iill-のJ:t}jpjj-I認識について
の文化地JlH'}: IYJ fiJI究J(研究代1<{;-: ft々木，'<:J弘、
課題高よりー 09n(132) および、ド成 11年度以行1)/'f: I~d 大
学特別研究助成金(干十字研究)を用いた"

注

1 )ここでは Lに K.C'.Rydcn(1993)にお(tるい必
所のセンスjを参与としたけ
:z )文化の係々なとらえ }j は、イ(川栄 1lfイ也~:，fflj (19X7) 
を参p~\( 
:3 )判¥1IHlliJリJ(1990) 
4) tMHI晃(1(84) 
S) M 二 L・フォン・フランツ(1(90) 
6) R・クック (1982L， J ・ブマロス (1995L
7) M ・エリアーデ(1(72) 
8) J ・c.クーパー(19(2)、252・274
9) J ・c.クーノ主←(1(92)、44~ 45 
10) A・サミュエルズ他(1(93) 
11) 兵庫県教行委員会文化品制(1(70) 

12) 1 lJ:!敬行 (19n) では'苧環 l~~! としているが、稲川
r;';- 編(19おお)では「針糸;I~~Jとしているリ
では 1支(1りな「苧環 }t~U の 11 、fff];を↑七ったり
13) J ・シュノすァリ :L/A.ゲ?ールプラン(1(96) 

14)ιち聞きするモチーフを「点ち聞き別J、
では{ょ~lfくされていないが、娘が蛇の rを盟や依
に庄み落とすモチーフを「たらい rJt~U と分知
している(下桔H!Jの事例および第 2・3去を参

〉)
 

J
1

、

J
l
、
1
.
 
l
'
 15) 大林太良・占 I干I~文広監修 (1切7)

16) )[:仁光貞思江沢(19X7) 
17) M ・エリアーデ(1(69) 
18) 兵庫県教育委以会文化課私的(1(72) 

19) 大屋のむかし話編集委員会編(1983) 
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20) 関可欠/，;.(1966) 

21 )覧夫の参考文献は以ドの泊りである

1 ，2，3，7，X， 14 は稲川市二・小坪俊夫編(197X)"4，6 

は谷川作法(1971)(， 5は兵庫県教育委員会丈化課

編(1970) u 9、10はi'IJ野さちえ-万木恵子・立石

憲利紬i(19X3) 11は東京1;.:r大学民俗調官|司
( 1972)の「採集 ifll占題名-覧」に(蛇司人・苧

環型」を 6話採集とのみあるのを参照したり 12
は関敬/'，:(197~) 、 2X 13，14は柴口成治.1111 HJ'Ji 
. IIJ内Yr1i-f編(1975)()表の飢の家で娘とだけあ

るのは長身等の特別Jな家の飢ではないことをぶ
している u 単に娘とあるのが多いのは片liltが社

会的権))の機能を尖っていることを示している()

22) 下院{ifdl!' (1970) 

23) 松liiJ健(19X6) 

24) 1橋前|五!胤 j'. ，i~J r胤 L，i己』、山波書的、 195X，321 

25) 下柿11fT史編纂委11会編(19X3) 
26) 庁)j:桜(1976) 

27) I吋111柿Ii](1970) 
2X) 1111'.111(( ((1995) 
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